




氏  名  ARILDII BURMAA（アリルディー・ボルマー） 
論文題目  モンゴルにおけるチベット仏教受容の一形態 
        ─モンゴル語訳『菩提道次第大論』と『正字法・賢者の源』を中心として─ 
審査委員  主査 大谷大学教授   福 田 洋 一 
      副査 大谷大学教授   箕 浦 暁 雄 
           博士（文学）［大谷大学］ 
      副査 大谷大学教授   松 川   節 
           博士（文学）［大阪大学］ 
      副査 東京大学講師   西 沢 史 仁 








 第１章 『菩提道次第大論』のモンゴル語訳の種類、年代、訳者、流布の実態 
 第 2 章 モンゴル語訳『ツォンカパ全集』の二つの版 
 第 3 章 チャンキャ著『正字法・賢者の源』の特徴 —『二巻本訳語釈』との比較を通じて— 













以下の 7 種モンゴル語訳『菩提道次第大論』の存在とその順序を確定することができた。 
⑴ アルタンゲレル（Mong. Altan gerel）訳（1655） 
⑵ ダギ（Mong. Daki）訳（1662-1670） 
⑶ クンガギャムツォ（Mong. Kün dga’ rgya mtsho）訳（17 世紀後半） 
⑷ 『ツォンカパ全集』所収の訳（1730 年後半） 
⑸ ロサンツェンペル（Mong. Lubsangčempil, 1761-1834）訳（1812） 
⑹ ガルサンジャンバ（Mong. Галсанжамба, 1816-18??）訳（1870） 
⑺ ボルガン（Mong. Булган, 1959〜）訳（2004-2007） 








































































































































審査に必要とされる最終試験については、審査委員全員により 2021 年 1 月 22 日に試問を行っ
た。その結果、審査委員一同一致して、ARILDII BURMAA に大谷大学博士（文学）の学位を授与
することが適当と判断した。 
